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都  市  経  営  局  

公立大学法人横浜市立大学平成18年度業務の実緻に関する評価結果について   

1 実施内容  

（1）横浜市公立入学法人評価委員会（以F「評価委員会」という。）は、地方独立行政法人法に基／う   

いて、公立大′手法人横浜市立大学（以下「法人」という。）の平成18年度における業務の′実績に   

ついて評価を行いました。  

（2）評価委員会は、評価結果を法人に通知するとともに設立団体の良である市長／＼細君し、公表し志  

した。なお、市長はこの評価結果の報菩を受けたときは議会へ報告することにな／ってい丈す√ 

2 委員の構成  

氏 名   
役職等  

川村 恒明   神奈川芸術文化財団理事長  

芳子   ［∴l本女子大学副学長  

岸  勲   ト】本公認会計上協会神奈川県会相談役  
l：∴∨：l 委 員  

網野 高明   ［甘立国際医療センター研究所長  

晃   横浜商工会議所顧問   

3 主な評価の方針   

評価委員会は、主として次のような方針に基づき、業務実績に関する評価を行いました。  

（l）l巨斯目標の達成に「占叶ナて、中期計画等の進捗を確認するとともに、総合的に評価を行い、公立大   

学法人の質的向上に資するとともに、市民にわかりやすく公表していくこと。  

（2）前年度の評価の中で指摘した事項については、大学運営に反映されているかなど翌年度の評価の  

中で確認することr 

（3）自i二自棚勺な大学運営の実現を目指し、公立大学法人全体の組織・業務等に関する改善・充実の   

観点から、必要に応じて修正を求めること。  

4 評価までの流れ  畔鋸H   
評価委員会は、法人から年度計画上の目標を達成するための取組（7分類）とその目標を達成さ  
せるための具体的な取組（14項目）にまとめた「平成18年度公立大学法人横浜市立大学の年度計  

画における業務の実績報告書」の提出を受けました。  

㊥評価委員会による評価   

法人から提出された平成18年度業務の実績報告に基づいて、評価委員会は当該事業年度にお  

ける業務の実績について評価を行うとともに、前年度の評価の［）Pで指摘した事項の改善状況などを  

確認しました。麦た、市が示した中期巨］標の達成に向けて、法人自らが策定した中期計画の実施状  

況について、調査・分析を行い、総合的に評価を行いました。  

法人評価結果（報告書）の作成  

5 評価結果   
別紙「平成ユー8年度公立大学法人横浜市立大学の業務の実績に関する評価結果． 参照   



平成『8毎度  

公立東学法泉横浜商量東学の業務⑳実績に関ずる評価結果  

頂塗 全体評価   

2さ 項目別評価  

横浜帯公壷東学法人評価費農会  

寧成19年9周   



㊥委員構成（委員は50音順）  

委員長   川 村恒 明   神奈川芸術文化財団理事長   

蟻川 芳子   F’］本女子大学副学長  

岸  勲   日本公認会計士協会神奈川県会相談役  

委 員  

桐野高明  国立国際医療センタ」一研究所長  

し1」＿．ヒ 晃  

横浜商二‡二会議所顧問   

㊥開催状況  

①第1回横浜市公立大学法人評価委員会（平成16年12月24日開催）  

②第2匝l横浜市公立大学法人評価委員会（平成17年1月26日開催）  

③第3回横浜市公立大学法人評価委員会（平成17年4月1日間催）  

④第4回横浜市公立大学法人評価委員会（平成17年9月1日開催）  

⑤第5回横浜市公立大学法人評価委員会（平成17年11月4日開催）  

⑥第6回横浜市公立大学法人評価委員会（平成18年4月12日開催）  

⑦第7回横浜市公立大学法人評価委員会（平成18年7月5日開催）  

⑧第8回横浜市公立大学法人評価委員会（平成18年7月31日開催）  

⑨第9回横浜市公立大学法人評価委員会（平成18年8月30日開催）  

⑲第10回横浜市公立大学法人評価委員会（平成19年4月19日開催）  

⑪金沢八景キャンパス視察（平成19年6月19日実施）  

⑫第11回横浜市公立大学法人評価委員会（平成19年7月6日開催）  

⑬第12回横浜市公立大学法人評価委員会（平成19年7月26日開催）  

⑭第13回横浜市公立大学法人評価委員会（平成19年8月24日開催）  

㊥横浜市公立東学法Å評価委員会事務局   

横浜市都市経営局大学調整課   



公立東学法泉横浜商量東学⑳寧成柑年度g≡係る業務⑳寮績匿≡関する評価結果  

1 全体評価   

公立大学法人横浜市立大学は、市が設置するにふさわしい大学として、市民が誇りうる、  

市民に貢献する大学となること、さらには、発展する国際都市・横浜とともに歩み、教育島  

研究を充実し、幅広い教養と高い専門的能力の育成を目指す実践的な国際教養大学になるこ  

とを目指している。この2つの目標を実現するた捌こ、「教育重視。学生中心砂地域貢献」  

という基本方針を掲げて大学改革を推進している。  

横浜市公立大学法人評価委員会は、平成18年9月に、法人化後初となる「平成17年度公  

立大学法人横浜市立大学の業務の実績に関する評価結果」を取りまとめ公表した。その中に  

おいて、経営に関する責任者である理事長及び教育砂研究に関する責任者である学長のり」－－  

ダーシップのもとに、年度計画に定められている課題に精力的に取り組んでいること等から、  

全体の評価としては年度計画を概ね順調に実施していると認めると同時に、個々の取組に対  

する項目別評価の申において、評価すべき事項とともに今後の具体的な成果を求めるなどの  

指摘事項を付した。  

平成18年度の評価では、当該事業年度における業務の実績について評価を行うとともに、  

前年度の評価の中で指摘した事項の改善状況などを確認した。また、市が示した中期目標の  
達成に向けて、法人自らが策定した中期計画の実施状況についても調査・分析を行い、総合  

的に評価を行った。  

法人化後2年目にあたり、昨年度に指摘した取組の中にはもなお成果があがっていないも  

の、改善がなされていないものが細部見受けられるものの、厳しい経営環境のもとにありな  

がら、経営面では附属2病院をはじめ法人全体で昨年度よりも改善が進められており、また  

教育◎研究面でも着実に改善が進められているなど、全体としては中期計画に基づいて年度  

計画を概ね順調に実施していると認めた。  

しかしながら、今後、大学を取り巻く社会的環境がより一】一層厳しくなっていくことが予想  

される中で、引き続き、理事長及び学長のり脚ダ鮒シップのもとに全教職員が叩丸となり、  

緊張感をもって、市が示した中期目標の達成に向けて≠教育。研究の充実に努力を重ね、ま  

た法人の経営や財務運営などについても、市民にわかりやすく、説明責任を果たしてし＼くこ  

とを期待したい。   



2 項目別評価  

富 大学の運贋臆腰骨る目穣を達成するための取組   

「教育の成果に関する目標を達成するたポ）の取組」、「教育内容等に関する目標を達成するためダニ）   

取組」、「学生の支援に関する目標を達成するための取組．」、「研究に関する目標を達成するための取   

組」の4つの取組について、概ね年度計画を順調に実施していると認めた。  

なお、「教育重視・学生中心・地域貢献h」という横浜市立大学の基本方針が広く大学構成員に共   

有された価値観となり、また社会にも認知されていくことが重要な課題である。  

【法人の主な取組状況】  

1．教育の成果に関する目標を達成するための取組  

0 ティーチング・アシスタント（TA）作〟の適切配置と並行講義（〈＊2）の増設など、教育の成  

果を高めるための取組を実施した。  
作刃仁ティーーチンク∴アニンスタン′「7、』ノ．■学部草生恵どに材乙′虜言傾 ご宮野笹の蓼芽柳業務を  

行ラオ常盤ノオ字数靡フ充穿き′太字在室への身許トレーニン．グ均姥資産供彦虐7るJ㌧ケあ左1、ニカ  

／エ対する手当の支給によク、」舟ご前提登凋の改善の－一朗才することをβノ衿〔そ乙／丁いゑ 

似＿欄．・安静一モ八二人雛群βについて彦訝のノ碍名秀声βを厳存Lて1常謬∠，．、少人教頭肇●あ樵絆す  

るニ∠て教務成貰を鹿瀬るごとをβ彪きLTいる。  

0 国際総合科学部では、各コースの理念を反映した改善改革計画書の作成には至らなかった（1  

0 地域の小中学生を対象に、医学科と看護学科の学生が連携して講義や実習を行う「地域の子  

ども健康プロジェクト」の取組が、文部科学省の平成18年度「現代的教育二山ズ取組支援プ  

ログラム（現代GfJ）．」作鋤に選定された。  

作妙邸／t朝顔夢二し－∴ス親密支凝プログラム 傑作（；fリ∴む許禅学多運i二 者腐著紛ゝらの超言などを  

腐ごまえ ＃愛煙者の二窟い鹿概評こ媒Lたデーーー増産’を行い、各オ≠孝オ〕ら餌芳きゎた鹿彩の  

字1から、磨れた忍■爵プロシこ工クト左1厳密L、鵬を行ニラごと仁よク、′有害教育のぎら恵る膚鱈  

推力ーi据置きカるごとをβ／汐し㌢Lた寮監 

0 研究者や高度専門職業人養成など大学院教育のあり方について、大学院改革プロジェクトを  

設置し、全学的な視点から検討した結果を報告書にまとめて公表した。  

○ 匡l際総合科学研究科では、修・土二号取得者などが国際学術雑誌へ研究成果を発表することとさ  

れていたが、修学期間（博士前期課程では2年間）の制約があることや学生の就職活動など  

により現実には極めて厳しい条件となっていることから、この計画設定自体を再検討するこ  

ととした。  

0 医学研究科では、高度専門職業人養成に向けた新たなコー一スとして、平成19年度から「臨床  

薬学コース」など、 3つのコー㍉スを設置し、学生定員も増員するな どの取組を実施した。ま  

た、博士課程では医師の卒後研修の一環として、附属2病院の後期臨床研修医制度作妙との  

乗り入れを可能とする「長期履修制度」を新設した。  

糎抄彪顔研坊教鞭軒－β／軒で〆ま舟学においてβ年ン野の尿素訝爵が行われ丁おク、摩〕錦藷許を占守たない学  

告ば彦唐疫ク／ご廉廉彷為を行元る、いため、産‾学吉野を率‡者L棚／ご倉藤Lそ咤煮で／播紆とL  

Tの克也窟雛j惹いに者い＼そのため、盛雄研汐とLT音譜医一のめ才仁魔鏡存顔せ屠む季孝蓼訝  

カi7淑乙丁いる。弼鎗ノダ孝妙らノ質財2年聯ゴ義務控■きカ‘こおク、、ニ才乙を親御穿  

予言う。その教 専聯ごとの憂豹変プロニグラム仁潜っ丁研修を原卿β宰ン野行〟うことを．感斜二 倉夢  

魔床楷緻密と言ラ。また、専）巧医者の資杉原辟を葺βク∠LT、眉7ご2年ノ野の雅ら農産できる  

よ．ラに磨っ丁いる。  

0 治験陶砂推進リーーダー養成プログラムの取組が、文部科学省の平成18年度「魅力ある大学  

院教育イニシアティブ」側に採択された。  

仲鋤胎齢∴訝いモ粛を靂登ざせるために行る、われるあ♂）㌣贋磯碩鮎却好では 慮軌－㍗盛者  

きんの彪カによっこ 式で√1孜栗と安全ク皆を計ごJ5ごとが必要となる。ニの人／ごおげる讃瀞を一一膚  

に彪凍讃静というがこ感め疫粛を眉い手好め虜謬を得るための成窟を賓める鰍、符仁ノ脅厨  

ム解ばれ最  

2   



槻彪カあるメ‾著犀教膚イニシアティブ ∴ノ窮紡腎学事運ミ 毒針睾渡合か新たる＝－ズ7ご応1蒙られ蓋臓  

盈かか若草研穿者♂ブニ煮成舵の虜此を∠野蕎た娩 カ㈲ごお〆プる居所ガ如ユつ創造野を教務飽静を選一  

／魚殉じ玄好す風車業   

0 学生の進路データ収集について、組織的な体制を構築することができなかった。  

2サ 教育内容等に関する目標を達成するための取組   

○ 入試関連のガイダンスへの参加回数は平成17年度の31巨亘Iから61回へ、高校訪問回数は14  

校から3∠墓校など、それぞれ増加したが、叫一般入試については、医学科を除く全ての学系、学  

科において入試倍率が前年度を下回った。   

○ 入試の安全かつ確実な実施に努めたが、2件の入試過誤が発生した。   

0 入試結果の分析飴評価について、その基礎となるデータペ山㍉スの構築が、組織由人材面から  

実施できず 、次年度以降に向けた課題の抽出までは取り組めなかった。   

0 プラクティカル寧イングリッシュ作ア少について、約7割の学生がクーrOEFL500点をクリア  

した。  

作冴プラクテイカ／レ・インブタノシェ．一勝脱力を身につけ∂し：J■を摩βク‘壬・と／た脚鼠   

○ 医学科では、共用試験や学内統合試験を実施し成績の分析を行うなどの取組の結果、医師国  

家試験の合格率が96．7％と高い水準を維持し、公立大学においては全国第1位であった。   

0 看護短期大学部では、看護師国家試験の合格率が99。1％と、昨年度より合格率が上昇した。   

0 学業成績のより適切な評価方法については、各授業の質を保証することが先決要件であると  

判断し、そのための教育環境の整備を最優先課題として取り組んだため、（ユ王）A（グレード邑  

ポイント甲アべレ＼山一N一一－ジ）他の導入には至らなかった。  

仲魂リCfソほ払蜜．・像狩の天草で増スきカて‾いる草生成翻靴髭 〃本の大学でば、従蘇 慶‾〟り、腐  

植ノ、げ化、上 不可（カノで成拶を言櫛をと／丁きそ。それ仁村乙／T「フグ月で駕 ぞカぞ才！‘瑚聾者押β  

の磨躇∠■ぞの紺を∠基‘に紆余蠍怨荊防衛野蛮洛舟㌻鋭イ巧擢壊攣酒場切辟磁場功労亨れるため  

ご才乙まで∠■紘軌翫鍼鰭域瞭孫鮪離紺嗜略わゑ  

3．学生の支援に関する目標を達成するための取組   

○ 成績優秀者特待生制度を平成19年度の実施に向けて検討した。   

○ 学習環境の充実に、 学生の声を反映するためにアンケートを実施せ分析した結果、学生の目  

から見た課題等を教職員間で共有し、窓［一］の改善につなげるなどの成果を得た。   

○ 各種就職支援講座を計30回開講した。金沢八景キャンパスのほか、鶴見さ舞岡蝕福浦の各キ  

ヤンパスでも大学院生対象の講座を開催するなど大学院生への就職支援も行った。   

0 学生相談室のカウンセラーをこれまでの1名から㌢名に増員してカウンセリングの体制の充  

実を図った。   

○ 金沢八景キャンパスでは、空調設備の設置をはじめ老朽化した施設及び設備を改修。更新し、  

学習環境の向上を図った。  

4彰 研究に関する目標を達成するための取組  

○ 企業等との共同研究を促進した結果、平成17年度と比べて共同研究費が1。37倍、受託研究  

費が1伊13倍にそれぞれ増加した。   

○ 教員の発明に基づく特許など知的財産を活用し、大学発ベンチャーを3仲立ち上げた。   

○ コンプライアンス（倫理法令遵守）推進体制の構築の中で、特に研究については「研究公正  

調査委員会」を設置した。   

○ 全学の教育研究業績目録を新たに作成した。また、大学ホー∴ムページの研究者デー一夕べ－一ス  

を活用し、教員の研究内容等に関する情報を更新するなど研究成果の情報公開に努めた。  

ヨ   



○ 木原生物学研究所では、所有する遺伝資源を生かした研究を理化学研究所との連携のもとに   

進め、最先端の植物ゲノム科学に関する研究拠点を目指して研究の充実に努めた。  

0 先端医科学研究センターを平成18年10月に開設し、創薬や治療法の確立等を目指した実施   

計画を策定した。〉  

0 垂粒子線がん治療については、放射線医学総合研究所との連携のもと研修会を開催するとと   

もに、平成19年度から実施する専門人材の育成に向け準備を進めた。  

E評価率碩3  

0 TOEFL500点の基準を約7割の学生がクリアできたことは評価できる。  
○ 医師曲者護師国家試験の高い合格率は評価できる。  

○ 入試関連のガイダンスへの参加回数の増加など、優秀な入学者受入れへの取組は評価できる。  

0 大学院改革のための取組が全学的かつ積極的に進められていることは評価できる。特に、融  

合領域についてはグローバル地域専攻という理念を具体化する新しいカリキュラム編成の進  

展を期待したい。また、質の高い看護実践の担い手育成のため、看護系大学院の実現に向け、  

一、▼・一層の取組を期待したい。  

○ 医学系大学院における高度専門職業人育成のたダ）の新たなコ山スの開設準備や長期履修制度  

の開設等の積極的な取組は高く評価できる。  

○ 企業等との共同研究、受託研究、大学発ベンチャーーー の立ち上げ等の積極的な取組は高く評価  

できる。  

0 研究者デ、一－M一一・夕べし－－ スの作成・更新が着実に進められていることは評価できる。  

【指摘事項ヨ  

0 国際総合科学部では、学部運営の基本となるべき、改善改革計画書が作成されなかったこと  

は残念である。専門教養におけるティーチング。アシスタント（TA）配置による効果や改  

善策に関する報告書と併せて、作成に向け早急に努力されたい。  

○ 国際総合科学部では、新学部の目指す「実践的な教養教育」の理念の具現化に手間取り、か  

つ、学部としての一一体感の醸成に十分でない部分も散見されている。新学部にふさわしいコ  

ーース・授業科目の設定、学生へのきポ）細かい指導等を通じて、学部の理念の早期実現に「司け  

て、積極的に取り組まれたい。  【前年度に同旨を指摘ヨ  

○ 国際総合科学研究科では、修士号取得者の国際学術誌への発表基準が達成されなかった。現  

実の諸条件を考慮しつつ、より適正な基準のあり方を早急に検討されたい。  

○ 少子化が進む中でもある程度の入試倍率の継続的な確保は不可欠の課題であり、入試広報の  

拡充、推薦入試や編入学等の入試方法・制度の改善、さらには入試過誤の根絶などに向けて、  

全学をあげて単細各的に取り組まれるよう努力きれたい。  

0 学部教育の内容の充実に「軸ナては、具体的な授業評価の実施を含むファカルティ・ディ  

ベロップメント（‡ごt））作動の←一層の充実が不可欠であり、積極的に取り組まれたい 

E前年度に概ね同旨を指摘遥  

i槻プアカルテイ・ダニ′ペロノブメン′「ダクノ．・教鍔カー壌攣粥屡∵滋彦矛、訝善L．／み上きせるための顔  

腰弱せ威磨の忍殊  

○ 学生の意見や希望を大学運営により積極的に生かすた捌こ、アンケート結果の分析や整理を  

積極的に進められるよう努力されたい。  

○科学研究費補助金については、前年度比で取得件数は増加しているものの、その取得額につ  

いては前年度比で減少しており、今後は取得額を増加するよう、より一層努力されたい。  
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露 地域貢献g≡関ずる因磯を達成ずるための取組  

年度計画を概ね順調に実施していると認めた。  

特に、診療を通じた市民医療の向上による地域貢献については、血血▲定の成果があがっていると認   

めた。なお、このことについては、監iV影 附属病院に関する目標を達成するための取組】に再掲し   

ている。  

監法人の主な取組状況ヨ  

0．大学の知的資源を市民に還元し、市民の多様な学習ニーー∵ズに応えるため、みなとみらい21  

地区にエクステンションセンターを開設した。  

0 エクステンションセンターーでは、テーマや対象者に応じて、少人数によるセミナー形式や、  

人気講座については定員数を増やすなど、受講者のニーズに即した講座の提供に努めた（）  

0 高大連携では、市教育委員会と協定を締結し、市立高校へ大学院生の派遣を試行した。 

0 学術情報センターーでは、引き続き市民向けの図書貸出サーーービスを実施するとともに、医学情  

報センターにおいても新たに同サ山ビスを開始した。  

0 産学連携では、新たに横浜銀行と包括的基本協定を締結し、既に協定を締結している企業と  

ともに、研究協力、人材交流等を進めた。  

0 研究者デ」一夕ベ」一スをホームペーージに掲載するほか、産学連携イベントに出展するなど大学  

の有する人的・知的資源を紹介し、研究成果の社会還元に努めた。  

0 地域の課題の解決に向けて、「地域賞献促進費（研究戦略プロジェクト費）」において、横浜  

の課題研究を2件行うとともに、公募により16件の研究課題の提案を採択し、医療、技術開  

発、まちづくりの分野において、研究成果の地域社会への還元に取り組んだ。  

【評価事項ヨ  

○ 教育伊研究において、まちづくりなど地域課題の解決に向けて様々な取組を進めていること  

は評価できる。 

0 特に医療分野においては、地域医療連携の充実をはじめ、市民向け講座を開設するなど、地  

域に貢献する取組に対しては成果をあげており、評価できる、つ  監Ⅳにて再掲ヨ  

臣指摘事項ヨ  

0 エクステンションセンターでは、平成18年度計画において、「市民のニーーズにより対応した  

実務講座など資格取得に結びつくようなものや高度な専門知識が習得できるような講座を充  

実していく。」とあったが、資格取得に結びつくような講座の開設ができておらず、圭た、講  

座数及び受講者数も前年度を‾円回っている。これらの点について改善に努め、横浜市立大学  

のシンボルとなるよう努力されたいっ  

0 産学連携におい ては、これまでの取組を踏まえ、今後さらに具体的な成果があがるよう努力  

されたい。  

0 平成18年度計画において、「e－ラレニングについて、システム砂経費等の検討をする」とあ  

ったが、具体的な取組実績の記述がなく、今後の取組方針などを明確にされたい。  
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Ⅲ 国際化に関する目礎を達成するためめ取組  
年度計画を概ね順調に実施していると認めた。  

なお、発展する国際都市血横浜のみならず国際社会に貢献するため、市立大学の国際化｝国際社   

会で通用する開かれた大学づくり一一－を目指し、国際交流推進のための取組をさらに積極的に進めら   

れたい。  

E法人の主な取組状況】  

O「国際交流センター」の名称を 妻‾国際化推進センター」と改め、グローーパルな視野を持って  

活躍できる人材育成のプログラム運営や新規事業開発に取り組んだ。  

○ 海外の協定校への学生派遣プログラムを増やしたほか、協定校以外への留学に関する要綱の  

制定など多様な留学機会を提供する基盤を整えた 

0 英語による授業の増加に努め、英語学習への動機付けを行った。  

0 国際協力機構横浜国際センターー （JICA横浜）との連携による「海外調査実習」の開講を  

はじめ、「海外フィレールドワーク支援プログラム」を企画中公募するなど実践的な海外修学体  

験を含むカリキュラムを提供できるようにした。 

0 金沢区と協働した「金沢国際交流ラウンジHj を設置することにより、学生がキャンパス内で  

広く地域の外国人とも交流ができるような機会の提供に向け、環境整備に取り組んだ。  

0 海外大学等とのネットワ｝ク構築強化を進めた結果、米国食品医薬品庁生物製剤評価研究セ  

ンターー （（二BER鵬－FI〕A）との世界初の協定締結を行った。  

【評価事項】  

○ 学良のリー川ダー一・血シップのも と海外大学等とのネットワーーク橋築が精力的に進められたことは  

評価できる。  

監指摘事項】  

0 国際化を推進するための計画に沿ってほぼ順調に各種取組が進められているが、ともすれば  

体制の整備に追われている印象を受ける。発展する国際都市・横浜とともに歩む横浜市立大  

学としてはもっと積極的に取り組むべきであり、今後、具体的な成果があがるよう努力され  

たい。  

0 海外からの留学生の受入数増大は、大学全体の国際化推進に不可欠であるが、他の公立大学  

と比較するとやや少数であり、かつ顕著な増加傾向が見られないことから、今後は英語版ホ  

ームページの充実はもとより受入数増に向け、戦略的に取り組まれるよう努力されたい。 

E前年度に同旨の指摘】  

0 海外の末協定校で修得した単位の評価方法を早急に整備し、留学を積極的に進められるよう  

努力されたい。  

0 英語による授業科目の増加にさらに積極的に取り組去れるよう努力されたい。  
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野 附属病院『芸関ずる目標を達成するための取組  

「‾安全な医療の提供のための取組」、「健全な病院経常の確立のための取組」、巨‾患者本位の医療サ   

山ビスの向一土と地域医療への貢献のための取組」、「高度・先進医療の推進に関する目標を寮現する   

ための取組」、「良質な医療火の育成に関する目標を実現するための取組」の5つの取組について、   

厳しい病院経営環境の中にあって総合的な観点から、年度計画を上回って実施していると認めたく〕  

【法人の主な取組状況】   

1》 安全な医療の提供のための取組   

○ 安全管理対策委員会、リスクマネ｝ジャ小会議を通じて、情報の収集℡分析缶評価・改善な  

どへの取組を実施し、医療安全文化の醸成に努めた。   

○ インフ．オし一一ムドコンセント 桝♂Jjの充実については句 各種研修や診療録監査の実施による医  

療従事者の意識向上を図った。  

桝鋤インフォーー疇ム声’しコンセントノた一い一店訝を得た 僑点られたノ上での含意，符に 医療行為健  

康㍉革新∴炭塵凛せソヤ瑠磯境せⅥ鳩壕虜㍉傭膚ヤ威嚢者ソがこ 鰯療ギ鹿顔詞凝㌧冶靡・α）舶一に  

つい】ど‾よく′題卵を二穿乙力警衛∠／た上で、友針仁倉′者すること   

0 安全管理教育については、安全管理研修を開催したほか、e】ラーニングの活用や医療安全管  

理マニュアルの改定などを行い、研修参加の促進と充実を図った。   

○ 附属病院では、病院機能評価の継続取得について、ワーーキングや講演会などを開催しノ、課題  

解決のために病院一人人〟丸となって取り組んだ結果、認定の取得ができた。   

○ センタし一病院では、首都直‾F型地震発生ふ被災を想定した大規模な防災訓練を実施するなど  

災害時医療対策の充実に努めた。   

匙 

○ 診療報酬のマイナス改定の中、効率的な病床運営や各種加算の算定の促進など収入確保に努  

めた結果、医業収支の改善を図ることができた。   

○ 病院長の権限強化では、附属病院では副病院長二王名体制やトップマネジ メント会議による病  

院長補佐機能の強化、センター病院では病院長自らが講師として理念やビジョンに基づく研  

修を行うなど組織風と二改革に取り組んだ。   

○ 電子カルテの平成20年度の一一次稼働を目指し、検討・準備を進めた。   

○ 省エネルギーの推進では、空調設備の省エネ制御やコージェネレーションシステム榊ノメの  

見直しなどを行った結果、エネルギー一便用量は附属病院ではマイナス3．6％、センタゝ－－“一一病院  

ではマイナス6，3％の改善が図られた。  

〃兎ノノカブーージェネレーションシステムy′ガスによる魔窟とその二者若柳の脚るゝど燃料の．和眉  
三彩率を′富め、者∵こネルギーー一倍逐十ノ野ること′がで才董シ式テ4   

0 看護職員の定期募集を年1回から4回に増やしたほか、地方試験の実施、学校推薦枠の設定、  

随時採用。学校訪問の実施等新しい取組を通じて看護師の確保に努めた。  

3瞥 患者本位の医療サービスの向上と地域医療への貢献のための取組   

○ 附属病院では、横浜市病院群輪番制により二次救急医療に参加した。   

○ センターーー病院では、紹介外来制を拡大し、紹介率は62．5％と前年に比べ5．2ポイントの増と  

なるなど地域医療連携の充実を図った。   

○ 患者サーービス面では、附属病院では診療科部長による相談コーナーー】の開催（104回）、センタ  

ゝ一病院では医療コーディネーターーの活動時間延長（3時間延長）などを実施しノた。   

0 市民向け講座＠教室を開催した。（附属病院：6恒卜1，359人参加、センター病院：14恒巨1ナ409  

人参加）  
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過塵   

0 高度鯵先進医療の推進については、附属病院ではこれまでに承認を受けている先進医療2件  

のほか、新規に2件の申請を行った。センター病院では、新規に2件の申請を行い、〟1件の  

承認を得たこ，   

0 附属病院では、泌尿器科と放射線科の協力による「前立腺ユニット外来」を開設するなど、  

大学病院としての特色ある専門外来の取組を進めた〔）   

○ 附属病院では、「】地域がん診療連携拠点病院」として指定され、外来化学療法登別用診療科を  

2科から7科に拡大した。   

0 附属病院では、先端医科学研究やトランスレーショナルリサーチ〃毎劫への取組において、  

その推進体制等に関する委託調査を実施し、「一先進医療推進事業」（TRY2010事業）の支援  

体制など基本方針を決定した。  

作ノヱノリ ♪ラン．：考レし劇・－シヱ7ナ〟／＿タグーづ㌔・避礎新研究姥栗を予防■謝紆・鹿酎Lニ応ン労する∴と‘〕  

5．良質な医療人の育成に関する目標を実現するための取組   

○ 附属病院では、専門医せ認定医の育成面で、初期虫後期臨床研修医の指導体制の充実を図る  

とともに、シミュレーションセンター作ノ鋤の運営管理体制を強化した。  

作ノブ少シさユレーーシフンセンター J警衛や読者紆箪の顔；療＃’雄和窟の伸上、忍瀦評蘭硲廃港∴虜控穿下  

手好事冴′レーーーニンク凄ど車用好～乙丁グフ潮力首筋・／を¶／ニすaための腐諾   

O「不足診療分野の長期専門医研修コーーースノ」♂）取組が、文部科学省の「地域医療等社封】勺ニー  

ズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム（医療人〔；Ⅰ〕）」桝▲妙に選定された。  

仲兄れ地域医療等社会のニーーズに粛幕↓た厨め高い乾療ん敵城抵蜜プ亘グテム∴粟部秤単軌往ノ鋸勅  

腰撃＃会βウニし山〆才7、ニ戯ごL／たデー岬ア′設定せ行い、∠黎公厳正オニヂから覇者きれた鹿番♂）ゃから、質  

の高い産プ衆人を煮成す石狩免ある鰍た鹿弓紆仁ついて二尉教支凝を行うこと〆ごよク、大字の教宥め  

瘡芦瞥倍を庇て蓼L／、超劫－ゝら求‾められる質の虜い鰍の養脚を顔7占ことをββ鋸ノす∂事業   

○ 臨床研修医の育成のため、オリエンテーーションや講義等を積極的に実施したことによ県 昨  

年度に引き続き、臨床研修医の定員充足率が附属2病院ともに100％を達成した。  

監評価事項ヨ  

○ インフォーームドコンセントの充実、高い評価による病院機能評価の取得、災害時医療体制の  

充実など、両病院を通じて安全な医療提供のための努力が着実に重ねられていることは高く  

評価できる。  

○ 厳しい経営環境の中で、健全な病院運営の確立に向け、全職員の意識向）L、トップマネジメ  

ントの体制整備など着実に成果をあげており、その結果、両病院ともに医業収支が改善され  

たことは高く評価できる。  

○ 附属病院における横浜市南部医療圏二次救急輪番への参加は評価できる。  

○ 両病院における市民医療講座、地域医療連携研修会等の積極的な取組は評価できる。  

0「不足診療分野の長期専門医研修コー・一ス」の取組が、文部科学省の「地域医療等社会的ニーん－  

ズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム（医療人GP）」に選定されたことは高く評  

価できる。  

○ 臨床研修医の定員充足率が附属2病院ともに100％を達成したことは評価できる。  
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監指摘事項ヨ  

0 附属2病院にノニ）いては、中期計画に掲げられているとおり、「それぞれの病院の特性を最大限  

発揮する」こと及び「‾病院の位置づけを明確化する」ことに向け、より層努力されたい。  

○ 健全な病院経営と大学病院としての理念の実現の調和を図ることが極めて重要であるので、  

病院長に付与すべき人事や予凝等を含む権限と責任の範囲を更に明確にされるよう努力され  

たい。  【前年度に同旨を指摘ヨ  

○ 中期計画にも掲げている「‾診療科の再編」は、大学病院においては、教育。研究啓診療の一  

体化に基づいて取り組むべき事項であり、今後さらに努力されたい。  

○ 看護師の確保について、大学病院としての使命を果たすため、法人全体として組織的な連携  

を図りながら、よりw…一層努力されたい。  匿前年度に同旨を指摘】  

○ 患者の待ち時間改善への取組は行われているものの、改善の余地が残されており、より一一一層  

努力されたい。  

○ 附属病院では、平成18年度計画において、「各診療科から選任した女性の専門医からなる「女  

性専門外来」の開設についてプロジェクトチームを作り検討する。」とあったが、実現されて  

おらず、より－－㍗ノー層努力されたい。  

0 附属病院では、平成18年度計画におい て、「各部門が自主的に行っている勉強会、研究発表  

会等をリサーーチし、複数職種にまたがるような活動について「市大病院学会」として位置づ  

けを行い、開催日∴場所などを院内に広く周知し、活動の活性化を図るく。」とあったが、取組  

が明確になっておらず∴今後は積極的に取り組去れるよう努力されたい。  

0 柄院実習の受入れにあたり実習生からの意見や感想等を病院のホーームペし＝一山一ジなどで公表する  

こととされていたが、達成されておらず、より－一一層努力されたいし 

Ⅴ 法泉の経営首≡関ずる目標を達成するため⑳取組  

「経営内容の改善に関する目標を達成するための取組」、「業務運営の改善及び効率化に関すろ目   

標を達成するための取組＿l、「－広報の充実に関する目標を達成するための取組」の3つの取組につい   

て、年度計画を概ね順調に実施していると認めた。  

ただし、「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるペき取組」の中のl‾人   

事の適正化に関する目標を達成するための具体的な方策」については、年度計画を十分に実施して   

いるとは認められなかったG  

E法人の主な取組状況ヨ   

1．経営内容の改善に関する目標を達成するための取組  

O「学費等のあり方検討委員会」及び「魅力ある教育内容検討委員会」を組織し、学費（7）あり  

方及び教育内容等の充実策について検討を進め、市会の議決、市の認可を経て、平成19年度  

から学部別の授業料制を導入した。  

○ 研究推進コーディネーター一による外部研究費の応募相談会を実施するなど企業との共同研究  

マッチング支援を推進した結果、共同研究件数（平成17年度の51件から60件）などが昨年  

度の実績を上回った。  

0ISO14001榊闇認証取得に向けた取組では、認証取得に係る経費面や環境マネジメントシ  

ステムの構築を熟慮した結果、ISO14001認証取得以外の可能性についても検討していく  

こととした。  
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作gご砂 ′50ノブβ♂∴・屈辟声質準吸塵櫛r′ぶ0ノが潜行した、彪威溜動遠鼎軒こ戎ぼす影響を膚〃り野／ごく♪  

い止める、ニ〔チせβ∠埠仁産頻らノ乙た≠葉芽／しニノ野す■る脚夕な庶準静癖「プぶ0ノーブ♂ββシターー．ギ）で∴顔  

腰楓 鮎；媚びサーービ1ノ〃ての滞壕貞節の庇好といっ凛勝′fアナー′・－－γンノての靡者善感する放射  

みメ脚／ご遜：膠き才乙るシノてグム 僻マネジメェノ′／′シーステムノ を紺ごするそめの要務夢二賓盲，  

魔窟ま／たあ均 

2ガ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき取組  

0 専門性を備えた職員を採用し、新たに4ポストの大学専門職を配置した。  

0 経費の節減では、－】【】m一部の物品について一括発注を実施し、契約額の低減を行った。  

0 法人化初年度では実現できなかった月次決算について、平成18年度から実施した。  

○ 特別契約教授に関する制度を立ち上げ、2名を採用した。  

○ 法人固有職員を公募、採用するとともに一脚部の市派遣職員が固有職員へ転換した結果、平成   

19年度4月現在で固有職員の構成比率は、全職員（教員を除く）の24．7（％となった。  

○ 教員評価制度の制度設計を行ったが、年俸への反映に向けた評価制度の実施には至らなかっ  

た。また、テニュア教授陶砂制度の導入については、実施には至らなかった。  

紳ノ似テニュア漸．ル靡i資／存立二′オ単における姦智の彫のうち、瀞庁所産旋カノし：符／ご腰才乙、慶蒼によク  

居辛まで脚を僻す斎緻  

○ 教職員間の情報共有、迅速な情報伝達を図るため、法人内グルーープネットワークシステムを  

導入し、紙ベースによる資料配付の抑制や情報の共有化を可能にしたほか、教職員が情報を  

速やかに検索・閲覧できるようにした。   

・‾j． 

○ 学生をメンバ山とした「学生広報りし一理－・クショップ．Jによるホーームペーージを立ち上げ、学生の  

視点から大学の魅力を伝え広経）る仕組づくりなどの取組を実施した。  

0大学概要と基礎デーーータの2部構成となる大学総合案内を作成し、市内各地で大学パネル展を  

学生とともに展開しながら配布した。   

0 ホームペ【ジのアクセス件数が約640万あり、昨年度比で7．35ポイント増となった。  

【評価事項ヨ  

○ 効率的由機動的な組織運営に努めるとともに、多様な収入の確保、経費の抑制を図るなど、  

ほぼ計画に基づく着実な取組が進められていることは評価できる。  

○ 教員評価制度を平成19年度から実施の運びとなっていることは評価できる。  

0 国公立大学を通じて、学部別授業料制度を初めて導入したことは評価できる。  

○ 経営情報の公開、内部監査機能の充実、経理における月次決算の実現は評価できる。  

○ 市派遣職員から固有職員への切り替えが進められていることは評価できる。  

○ 学生自身の手による大学の広報ホームページの立ち上げなど学生との協働による広報活動の  

充実、大学総合案内の作成など意欲的な取組は評価できる。  
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監指摘事項ヨ  

0 新たに構築した教員評価制度は今後の人事制度の基本となるものであり、当事者たる教員の  

問題意識の共有化のうえに立って着実に運用していくことがこれからの課題であり、努力さ  

れたい。  臣前年度に概ね同旨の指摘】  

OiS（）14001の取得・運用については、平成18年度計画において、「取得のための課題整艶  

推進体制の構築等取得準備を実施する。」とあったが、達成されていない。現実の諸条件を考  

慮しつつこの計画自体の見直しを含め、総合的な環境マネジメントシステムの構築に向けて  

早急に検討されたいこJ  

O 中期計画にも掲げている適切な人件費管矧こついては、今後の見通しが明らかになっていな  

いので、明らかにされるよう努力されたい。  

○ テニュア教授制度、サバティカル制度佃冴の導入などの具体化に向けて検討をされるよう  

努力されたい。  【前年度に概ね同旨の指摘ヨ  

作ノ冴サバティノカル制度＿γ一軒穿のための長期槻  

○ 法人全体では、個々の取組においては計画の遅れが散見されるものもある。より－層教職員  

が一丸となり、緊張感をもって、 早期に組織体制を整備し、実践するよう努力されたい。  

○ 法人全体の経営状況をみると、附属2病院において看護師確保が達成されなかったことなど  

による人件費の減少による収益への影響隼）含まれている。健全な経営に向け次年度以降は配  

慮されたい。  

0 決算関係のデー‘一夕については、法令に基づき年々充実してきているが、今後更に経営に関す  

るデー一夕等の適切な情報公開に努力されたい。  

Ⅵ 自記点検隠評価亀認証評価及び当該状況F≡係る情報の提供に関する目標を達成ずるため⑳取組  

年度計画を概ね順調に実施していると認めた。  

監法人の主な取組状況】  

0 平成17年度計画の業務実績に対する法人評価委員会の指摘事項を大学評価本部から各部署  

にフィーードバックし、改善事項として法人全体で取り組んだ。  

0 様々な評価に対応していくための膨大なデー一夕を評価はもとより経営にも活かすことができ  

るよう平成19年度に「大学総合デーー夕べ山 ス ー：仮称）」を構築する準備を進めている。  

0 大学評価本部を通じて、PD（二Aサイクルを実施できる仕組の構築を進めたが、全学的な体  

制を確立するまでに至っていない。  

監評価事項ヨ  

0 自己点検診評価への対応の基礎となる「大学総合デー一夕ベーーー ス」の構築の準備が進められて  

いることは評価できる。  

監指摘事項】  

0 自己点検・評価は、大学運営において必須かつ恒常的に取り組むべき業務であり、社会に対  

する説明責任を果たす上でも重要な活動である。今後、学校教育法で義務付けられている認  

証評価を受けることも予定されており、法人全体で組織的に実施できる体制を整備するとと  

もに、評価結果を活用し、「魅力ある大学づくり」に結び付けられるよう積極的に取り組まれ  

たい。  
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闇 その他業務運営に関する重要目轟を達成するための取組  

「安全管理に関する目標を達成するための取組∴「情報公開の推進に関する目標を達成するため   

の取組」の2つの取組について、年度計画を概ね順調に実施していると認めた。  

臣法人の主な取組状況】   

1鎖 安全管理に関する目標を達成するための取組  

0 ハラスメント防止委員会規程及びガイドラインを見直し、学生、教職員を対象とした研修を  

実施するとともに、リーフレットを作成、配布するなどハラスメント防止の啓発に努めた。  

○ 防災対策強化のため、教職員対象の普通救命講習を実施した。また、防災メール配信システ  

ムの稼働により、災害情報の周知徹底を図った（，  

○ 災害時における物資供給の協定や災害時ボランティア受入施設としての協定を締結するなど  

地域住民の安全確保にも配慮した。  

○ 安全衛生管理委員会を開催し、産業医による職場巡視を実施した。   

エ∴滞掛矧熟匹敵掛‾一牒す冬日娃皇量産三塁ざこや叩交嘩  

○ 個人情報の適正管理自主点検を実施するとともに研修を行った。  

○ 内部統制の仕組づくりでをま、平成19年度からの運用に向けて、コンプライアンス（倫理法令  

遵守）推進体制の素案を作成し、コンプライアンスハンドブックの制作七教職員全員への配  

布により周知を図った。  

【評価事項】  

○ ハラスメント防止、災害対策などの取組は評価できる。  

○ 内部監査についても計画書を策定し、積極的に取り組んでいることは評価できる。｝  

臣指摘事項ヨ  

0 大学。病院を含む法人運営全体をカバーーしうる総合的な危機管理体制の整備について、さら  

に取り組まれるよう努力されたい。  

○ 法人全体の内部統制の仕組みづくりに、さらに取り組まれるよう努力されたい。  

【前年度に同旨を指摘】  

闇 予算、収支計画及び資金計画 等   

中期計画2年目においては、運営交付金の計画的な削減や診療報酬のマイナス改定など厳し  

い法人経営環境の中にありながら、外部資金の獲得、医業収益の確保、経費の節減など法人自  

らの経営努力により、約12億円の経常利益が発生したことは評価できる。   

以上のことを踏まえ、大学診附属病院＆センター－一病院別に個別分析を重ねた結果、利益処分額  

については、全額目的積立金として承認することが妥当であると判断した。   

ただし、法人経営等に関する情報を市民にわかりやすく公開し、市民への説明責任をより一一層  

果たしてい くよう努力されたい。  
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〔参 考ヨ  

1．法人評価の概要  
公立大学法人横浜市立大学（以〉Fこ■「公立大学法人」という。）は法人化に伴い、市会の議決を経て、   

市が定めた中期目標の達成に向け、公立大学法人自らが策定した中期計画や年度計画に基づいて自   

主自立的な大学運営を推進することとなっている。また、公立大学蔵人は中期目標の期間（6年間）   

における業務の実績について横浜市公立大学魔人評価委員会（以下「評価委員会」という。）の評価   

を受けるとともにも 各事業年度における業務の実績についても評価委員会の評価を受けることにな   

っている。  

評価委員会は、各事業年度における評価にあたって、当該事業年度における中期計画の実施状況   

を調査及び分析し、その結果を考慮して総合的な評価を行うこととなっている。またその評価結果   

を、公立大学法人に通知するとと、もに市長へ報告し、公表することになっている。  

なお、市長はこの評価結果を受けたときは議会へ報告することになっている。  

2．主な評価の方針   

評価委員会は、主として次のような方針に基づき、業務実績に関する評価を行う。  

①中期目標の達成に向けて、中期計画等の進捗を確認するとともに、総合的に評価を行い、公立大  

学法人の質的向上に質するとともに、市民にわかりやすく公表していくこと。   

②前年度の評価の中で指摘した事項については、大学運営に反映されているかなど翌年度の評価の  

中で確認すること。 

③ 自主自立的な大学運営の実現を軒指し、公立大学法人全体の組織・業務等に関する改善・充実の  

観点から、必要に応じて修正を求めること。  

3．評価の流れ  

象塾退旦生食業務や実績報告睾や壁遇   

評価委員会は、あらかじめ示した評価の基準と項目に基づいて、公立大学法人が年度計画上  

の目標を達成するための取組（7分類）とその目標を達成させるための具体的な取組（14項目）  

にまとめた「平成18年度公立大学法人横浜市立大学の年度計画における業務の実績報告書」  

の提出を受けた。   

これをまとめるにあたって、公立大学法人は年度計画上の取組326項目を対象に自己評価を  

行った。  

A   B   C   Ⅰ〕   合 計   

49   255   21   326   

E評価の基準】  

A…＝年度計画を上回って実施している  

B…‥ 年度計画を順調に実施している  

C由◎‥・年度計画を十分に実施できていない  

D……… 年度計画を実施していない  

－‾‾‾ プア  
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㊨評価委員会による評価   

公立大学魔人から提出のあった平成18年度業務の実績報告書に基づいて、評価委員会は書面審査   

及びヒアリングを実施し、次の項目に潜って調査一分析を行い、総合的に評価を行った。  

評価委員会  

評価委員会として評価した項目  自己評価  

による評価  

玉 大学の運営に関する目標を達成するための取組  B  B  

1．教育の成果に関する目標を達成するための取組  B  B  

2．教育内容等に関する目標を達成するたポ）の取組  B  B  

3．学生の支援に関する目標を達成するための取組  B  B  

4牒究に関する目標を達成するための取組  B  ES 

臨 地域震献に関する目標を達成するための取組  B  B  

Ⅲ 国際化に関する目標を達成するための取組  B  B  

Ⅳ 附属病院に関する目標を達成するための取組  B   A  

1．安全な医療の提供のための取組   13 IZ 

2．健全な病院経営の確立のための取組  A  A  

3．患者本位の医療サーービスの向上と地域医療への貢献び二）ための取組  B  B  

4。高度・先進医療の推進に関する目標を実現するための取組   B  B  

5－良質な医擬人の育成に関する巨銅票を実現するための取組   E3 B  

法人の経営に関する目標を達成するための取組  B  B  

1．経営内容の改善に関する目標を達成するための取組  H  B  

2ビ業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるペき取組   C  8／（二※   

3．広報の充実に関する目標を達成するための取組  

自己点検囁評価、認証評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を  
B  B  

達成するための取組  

Ⅶ その他業務運営に関する重要目標を達成するための取組  B   B  

1．安全管理に関する目標を達成するための取組   B   B  

2．情報公開の推進に関する目標を達成するための取組   B   B  

※「人事の適正化に関する目標を達成するたぜ）の具体的な方策」については「C＿jとした。   

㊥法人評価結果（報告書）の作成  

【特色ヨ  

年度計画全体の進捗状況を示す全体評価と各取組ごとの進捗状況を示す項目別評価とに  

分けてまとめた。  

法人の取組に対する評価事項及び指摘事項を明確に示した。   

市民にわかりやすく示すため用語解説を付した。  
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